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11
月
初
旬
、
私
を
含
む
防
災
研
究
者
６
人
で
チ
リ

の
防
災
を
学
ぶ
た
め
に
、
在
チ
リ
日
本
国
大
使
館
の

支
援
を
得
て
政
府
機
関
や
研
究
施
設
を
訪
問
し
た
。

　

チ
リ
は
、
日
本
と
同
じ
環
太
平
洋
地
震
帯
に
位
置

し
、
地
震
や
津
波
な
ど
多
く
の
災
害
が
発
生
し
、
山

火
事
、
洪
水
な
ど
も
多
い
国
だ
。
現
地
で
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
く
と
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
防

災
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
紹
介

し
た
い
。

国
家
緊
急
対
策
庁
の
組
織

　

私
た
ち
は
、
ま
ず
チ
リ
政
府
の
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｉ（
国
家

緊
急
対
策
庁
）を
訪
問
し
た
。
１
９
７
４
年
に
設
立
さ

れ
た
、
自
然
災
害
を
は
じ
め
と
す
る
緊
急
事
態
に
対

応
す
る
こ
の
機
関
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）

が「
仙
台
防
災
枠
組2015-2030

」の
推
進
に
寄
与
す
る

た
め
、
業
務
の
優
先
付
け
、
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
戦
略
の
策
定
、
防
災

人
材
育
成
・
能
力
開
発
の
構
築
を
支
援
し
た
と
い
う
。

　

気
象
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
６
人
の
幹
部
職
員
が

12
時
間
交
代
で
室
長
役
を
務
め
る
。
日
本
の
場
合
、

災
害
時
に
は
ト
ッ
プ
は
往
々
に
し
て
不
眠
不
休
で
務

め
る
こ
と
に
な
る
が
、
冷
静
に
判
断
す
る
に
は
や
は

り
休
養
が
あ
っ
た
方
が
良
い
。
そ
の
点
で
、
ト
ッ
プ

が
一
定
時
間
で
交
代
す
る
チ
リ
の
仕
組
み
が
合
理
的

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
は
法
改
正
に
よ

り
防
災
庁
に
格
上
げ
さ
れ
、
各
防
災
関
係
機
関
と
の

調
整
権
限
、
監
督
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、

防
災
関
係
機
関
の
脆
ぜ
い
じ
ゃ
く弱

性
を
評
価
し
て
予
算
獲
得
の

支
援
を
す
る
と
い
う
。
日
本
で
も
時
々
、
防
災
庁
設

置
の
話
が
浮
上
す
る
が
、
他
省
庁
の
予
算
獲
得
に
協

力
す
る
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｍ
Ｉ
の
こ
の
事
例
は
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
教
育
は
命
を
救
う
」

　

ま
た
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
で
は
、
防
災
教
育
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
ず
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

レ
ベ
ル
の
防
災
力
向
上
に
向
け
て
１
万
人
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
防
災
リ
ー
ダ
ー

研
修
は
、
な
ん
と
３
０
０
コ
ー
ス
も
あ
り
、
修
了
す

る
と
制
服
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
が
貸
与
さ
れ
る
。
地

域
で
は
、
住
民
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
き
、
リ
ス
ク
や
避
難
路
を
自
ら
考
え
て
も
ら
う
と

い
う
。
今
後
は
学
校
教
育
で
の
防
災
教
育
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
課
題
だ
と
い
う
。
日
本
で
も
学
校
で
の

防
災
教
育
の
重
要
性
は
全
く
同
じ
だ
。
説
明
さ
れ
た

方
の
「
教
育
は
命
を
救
う
」
と
い
う
志
の
高
い
言
葉

に
、
私
た
ち
も
思
わ
ず
、
深
く
う
な
ず
い
た
。

「
津
波
か
ら
命
を
救
え
！
」

　

次
に
、
チ
リ
カ
ト
リ
カ
大
学
な
ど
複
数
の
大
学
の

若
手
研
究
者
か
ら
な
る
「
チ
リ
国
立
自
然
災
害
管
理

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
）」
を
訪
問

し
た
。
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
先
住
民
の
昔
話

に
出
て
く
る
ド
ラ
ゴ
ン
の「
カ
イ
カ
イ
」を
主
人
公
に

制
作
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
「
カ
イ
カ
イ
」
は
、
地
震
後
に
陸
を
襲
う
海
の
ド
ラ

ゴ
ン
だ
。
子
ど
も
た
ち
は
、
地
震
後
に
は
「
カ
イ
カ

イ
が
来
る
か
ら
、
早
く
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
る
ぞ
」

と
津
波
避
難
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
。
研
究

者
ら
が
カ
イ
カ
イ
を
採
用
し
た
の
は
、
先
住
民
の
津

波
避
難
の
知
恵
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
無
用
の
恐
怖
を
感
じ

さ
せ
な
い
点
も
素
晴
ら
し
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
ア
ニ

メ
を
見
た
子
ど
も
た
ち
が
親
に
カ
イ
カ
イ
の
話
を
す

チ
リ
の
防
災
〜
志
高
く
、合
理
的
で
柔
軟
〜

跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授
　
鍵
屋
　
一

の市都
リスクマネジメント

第153回

Risk Management



市政 JANUARY 202359

る
こ
と
で
、
親
世
代
に
も
津
波
避
難
の
知
識
を
伝
え

る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

　

津
波
避
難
方
法
は
、
地
図
を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く

り
も
併
せ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
防
災

で
は
、
専
門
家
が
一
方
的
に
知
識
を
押
し
付
け
る
の

で
は
な
く
、
住
民
と
一
緒
に
考
え
る
姿
勢
が
必
要
だ

と
い
う
。
全
く
同
感
だ
。

実
際
の
地
震
津
波
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験

　

私
た
ち
は
、
そ
の
後
、
津
波
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム

を
担
う
海
軍
水
路
海
洋
局
（
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ａ
）
を
訪
問
し

た
。
こ
の
時
は
、
渋
谷
和
久
駐
チ
リ
日
本
国
特
命
全

権
大
使
も
同
席
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
通
常
の
地
震
関

連
情
報
の
提
供
は
先
述
の
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
が
担
う
が
、

津
波
は
海
洋
の
専
門
家
か
ら
な
る
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ａ
が
太
平

洋
国
際
津
波
警
報
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
対
応
す

る
。
津
波
警
報
は
、
多
く
の
国
で
は
海
軍
が
担
当
し

て
い
る
。

　

Ｍ
５
以
上
の
地
震

が
発
生
す
る
と
、
チ

リ
沿
岸
へ
の
津
波
の

予
測
を
瞬
時
に
行

い
、
１
ｍ
以
上
の
津

波
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
「
津
波
ア
ラ
ー

ト
」、
３
ｍ
以
上
の
場

合
は
「
津
波
ア
ラ
ー

ム
」
を
津
波
到
達
想

定
地
域
に
発
出
す

る
。
被
害
が
予
想
さ

れ
な
い
場
合
も
含
め
、
地
震
発
生
か
ら
５
分
以
内
に

評
価
書
を
提
出
す
る
と
い
う
。

　

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
そ
の
よ
う
な
説
明
を

受
け
て
い
る
さ
な
か
に
、
警
報
が
鳴
り
、
チ
リ
北
部

近
海
で
Ｍ
５
・２
の
地
震
が
リ
ア
ル
に
発
生
し
た
。
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
の
正
面
上
部
の
デ
ジ
タ
ル
表

示
が
５
分
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
始
め
る
。
オ
ス
ク

レ
イ
局
長
が「
そ
の
ま
ま
見
て
い
て
く
だ
さ
い
」と
言

わ
れ
た
の
で
、
職
員
の
実
際
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

波
形
な
ど
を
分
析
し
て
30
秒
た
た
な
い
間
に
津
波

の
心
配
は
な
い
と
の
評
価
を
下
し
、
再
検
証
の
上
、

１
分
後
に
そ
の
旨
を
関
係
機
関
に
通
報
す
る
。
さ
ら

に
、
洋
上
ブ
イ
な
ど
で
実
際
の
潮
位
変
化
情
報
を
分

析
し
、
津
波
が
な
か
っ
た
と
の
評
価
書
を
ま
と
め
、

関
係
機
関
に
送
付
し
た
と
こ
ろ
で
ち
ょ
う
ど
５
分
に

な
っ
た
。
非
常
に
手
際
よ
い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
私

た
ち
は
思
わ
ず
拍
手
を
送
っ
た
。
こ
の
５
分
間
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
全
て
録
画
さ
れ
て
お
り
、
事
後
検

証
が
で
き
る
と
い
う
。

　
「
津
波
ア
ラ
ー
ト
」「
津
波
ア
ラ
ー
ム
」
の
解
除
は
、

発
出
し
た
後
、
３
サ
イ
ク
ル
連
続
で
30
㎝
以
上
の
津

波
が
観
測
さ
れ
な
く
な
っ
た
時
点
で
行
う
そ
う
だ
。

日
本
で
は
、
万
一
に
備
え
相
当
に
長
期
間
、
津
波
注

意
報
が
続
く
印
象
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
説
明
を
受

け
た
私
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
が
、
そ
の
科
学
的
根
拠
に

つ
い
て
質
問
し
た
。
担
当
者
は
「
こ
れ
ま
で
の
経
験

か
ら
」と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

　

こ
の
時
、
オ
ス
ク
レ
イ
局
長
が
「
ア
ラ
ー
ト
・
ア

ラ
ー
ム
発
出
中
は
緊
急
自
動
車
も
出
動
で
き
な
い

ル
ー
ル
な
の
で
、
救
助
活
動
な
ど
を
早
期
に
再
開
で

き
る
よ
う
、
合
理
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
解
除
す
る
必

要
が
あ
る
」と
補
足
説
明
を
さ
れ
た
。

　

渋
谷
大
使
は
「
チ
リ
の
行
政
機
関
は
合
理
的
判
断

を
重
視
す
る
。
合
理
的
判
断
で
い
っ
た
ん
警
報
を
解

除
し
、
そ
れ
で
不
都
合
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
判
断
基
準
を
変
更
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
発
想
で
、

国
民
も
メ
デ
ィ
ア
も
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。
防
災
行
政
を
進
め
る

に
は
、
志
を
高
く
保
つ
と
と
も
に
、
合
理
的
か
つ
柔

軟
な
姿
勢
が
必
要
だ
と
深
く
感
じ
入
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
の
昼
食
で
は
緊
迫
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
お
い
し
い

ワ
イ
ン
が
振
る
舞
わ
れ
た
（
チ
リ
の
ワ
イ
ン
は
比
較

的
安
価
で
、
し
か
も
お
い
し
い
！
）。
チ
リ
で
は
、
公

務
員
も
お
昼
に
ワ
イ
ン
を
飲
む
の
は
ご
く
ご
く
普
通

の
こ
と
だ
そ
う
だ
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
う
ら
や
ま
し
い
。
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